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みちのりグループ

みちのりグループ
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経営共創基盤

100%出資

みちのり
ホールディングス

車両数（バス）

100%出資

従業員数

車両数（他）

合計

1,829台

3,603人

福島交通
グループ

○ 福島交通

○ 福交整備

○ 福島交通観光

○ フクコーアド

○ 福交保険

サービス

岩手県北バス
グループ

○ 岩手県北自動車

○ 岩手県北観光

○ 浄土ヶ浜
パークホテル

○ 宮古エコカー
シェアリング

424台

837人

関東自動車
グループ

○ 関東自動車

○ 関東自動車整備

○ 関東バス旅行社

545台

902人

6編成14両
（鉄道）

436台

782人

7台
（タクシー）

221台

507人

1隻
（遊覧船）

会津バス
グループ

○ 会津乗合自動車

○ 会津トラベルサービス

○ ATS保険サービス

○ あいづスタッフ

203台

458人

111台
（タクシー）

茨城交通
グループ

○ 茨城交通

○ ひたちなか

海浜鉄道

（49％出資）

湘南
モノレール

115人

7編成21両
（鉄道）

みちのり
トラベル
ジャパン

2人
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その他

みちのりグループ各社の事業内容

社員 約3,600人
バス 約1,800台

みちのり
ホールディングス

100%出資

交通
事業

観光
事業

鉄

岩手県北バス
グループ

茨城交通
グループ

福島交通
グループ

乗

高

乗 乗

高 高

タク

関東自動車
グループ

乗

高

乗合バス

高速バス

鉄道

タクシー

貸切バス 貸 貸 貸 貸

観光船 船

ホテル 浄土ヶ浜PH

旅行 旅 旅 旅 旅

整備 整 整 整

不動産 不

会津バス
グループ

乗

高

貸

旅

整

タク

- 2 -

鉄

湘南モノレール

鉄

不
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茨城交通
グループ

岩手県北バス
グループ

関東自動車
グループ

会津バス
グループ

湘南モノレール福島交通
グループ

グループ経営「縦串と横串」

注）人数はイメージ

みちのり
HD

横串
ﾒﾝﾊﾞｰ

経営陣 経営陣 経営陣経営陣 経営陣
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経営陣

プロパー社員との緊密なコミュニケーション

安全対策（事故防止策の横展開、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

経営管理・ビジョン共有・営業企画

旅行（新型企画の横展開、共同企画・海外インバウンド）

予約システムの改善、新路線企画

整備（整備基準のベンチマーキング・車両修繕費削減・燃費改善）

共同購買（車両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど）

路線活性化活動の横展開

オペレーション共有（人事制度改革、営業企画など）
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広域連携効果

ベストプラクティスの横展開や、スケールメリットの追求により、単独では成し得ない改善効果を生み出す

みちのり
HD

単独の
改善

福島交通

単独の
改善

関東自動車

単独の
改善

岩手県北バス

単独の
改善

単独の
改善

単独の
改善

湘南モノレール

会津バス茨城交通
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バス会社
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公共交通

一般乗合
バス

観 光

貸切バス 旅行業

域内市場産業 域内・域外市場産業
(インバウンド＋アウトバウンド)

高速バス

バス会社グループの事業領域
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関東自動車 路線バスの旅「 大谷観光一日乗車券」

大谷地区の観光振興と路線バスの利用促進

バス往復代金（ＪＲ宇都宮駅～大谷（立岩）間乗降自由）
＋大谷資料館入場料＋大谷観音拝観料がセット

発売日：2014年7月18日

累計販売枚数：12,889枚（2016年6月末日現在）
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下野新聞 2014年８月20日
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県をまたいでの観光誘致 「関東やきものライナー（秋葉原⇔笠間-益子）」

関東やきものライナー
（茨城交通）

秋葉原

笠間

益子

関東の2大陶芸産地である茨城県笠間市、栃木県益子町と秋葉原を
結ぶ「関東やきものライナー」の運行を2013年4月より開始
その後、9月より土日祝に1便増便

笠間焼

益子焼

秋葉原⇔笠間・益子：1日4往復 ※土日祝：1日5往復

秋葉原⇔笠間は
2012年6月より運行中

延伸・増便

秋葉原⇔笠間：片道運賃1,500円、益子：2,000円

県をまたいでの観光誘客の連携

「関東やきものライナー
スペシャルWebサイト
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笠間市・益子町が連携して観光振興のための協議会を設置し
相互交流を図っている
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俺の旅．．．北のまち

高速バスとフェリーを乗り継いで、北東北（岩手・青森）と北海道を周遊できる企画乗車券を販売

下記路線・航路を有効期間内に各1回利用可能(ルートや時刻は自由に設定可能)
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「福島バス物語」

福島の観光産業と連携し、路線バスと観光資源を結びつけた「路線バスの旅」切符の企画・販売

観光客のみならず、地元の方も楽しめ、地域の新たな魅力を発見してもらえるようなコース・内容を企画

「路線バスの旅」
セット券

- 9 -

⇒福島バス物語

⇒岩手県北バス
路線バスの旅

セット価格で
値段も安い
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岩手県北バス・ヤマト運輸 路線バスを活用した宅急便輸送「貨客混載」=ヒトものバス

- 10 -

ドライバー不足等 ⇒ 物流網の維持が困難

物流の効率化 が課題

乗客数の減少 ⇒ 路線網の維持が困難

生産性の向上 が課題
バス業界

物流業界

後部座席に荷台スペースを確保

専用ボックスに宅急便を入れて輸送

バス路線の生産性向上

物流の効率化

CO2排出量の低減

「貨客混載」によるメリット

「 ヒトものバス 」 の開発

「都市間路線バス」

盛岡～宮古

混載区間

「重茂路線バス」

宮古～重茂
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重複を避けて交通ネットワークの形成を図る
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交通政策基本法 第16条（日常生活等に必要不可欠な交通手段の確保等）

国は、国民が日常生活及び社会生活を営むに当たって必要不可欠な通勤、通学、通院その他の人又は物
の移動を円滑に行うことができるようにするため、離島に係る交通事情その他地域における自然的経済的社
会的諸条件に配慮しつつ、交通手段の確保その他必要な施策を講ずるものとする。

スクールバス

福祉バス

施設送迎バス
(病院,企業,商業施設等)

路線バス

特定の人しか
乗れない

運賃無料

重複ルートを走行

同じ時間帯に運行

所管が異なる

……

路線バスの
利用者減少

公的負担増加
路線の

維持が困難に

路線バス

への混乗化

ダイヤ型公共交通の
サステナビリティの確保

駅や病院等への
乗り入れ

行政負担による
安価な運賃

匿名性が失われる

来訪者は使えない

……

デマンド交通
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常陸太田市におけるスクールバスの路線バス化①

里
美
地
区

（
旧
里
美
村
）

H16年、旧常陸太田市と周辺3町村が合併

人口51千人、高齢化率33％

里美地区では、２つの小学校の通学に、遠方の児
童は路線バスを利用（一部は補助路線）

路線バスは、小学生以外に、高校生や高齢者等
が市街地・駅への通学・通院・買物に利用

路線バス
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H26年度に小里小と賀美小が統合され、里美
小学校が新設

これを機に、路線バスと重複したスクールバス
（貸切）5コースを運行

路線バスは、高校生・住民の通学・通院利用等
のため存続

常陸太田市におけるスクールバスの路線バス化②

路線バス

スクールバス

路線バスの利用者数が減少して補助額が増加
し、運行維持が困難

スクールバスは、H27年度から貸切新運賃制度
が適用となり、運行経費の増加が見込まれた

スクールバスを廃止して、路線バスに統合
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常陸太田市におけるスクールバスの路線バス化③

路線バス
茨城県、常陸太田市（交通担当、教育委員会）、

事業者（茨城交通）、学校関係者で協議

通学用として一部ルート（起終点）を延伸

朝の運行本数を増加

通学用ダイヤは朝2往復、夕2往復

信号機の設置、スクールゾーン表示の充実

市負担をスクールバスを継続した場合より軽減

高校生・高齢者の通学・通院利用も維持

他地区の学校統合では当初から路線
バスによる通学対応

市内全域のバス交通網の再編へ
（地域公共交通再編実施計画）
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常陸太田市におけるバス交通網再編の取組み 路線の再編例

里川入口

小中車庫

賀美診療所

太田方面へ

漆平

路線バス

コミュニティバス

無料通院バス

運行日
便数
（/日）

バス停・時刻

漆平 里川入口 小中車庫 賀美診療所

みどり号 平日 ８便 7:55 － 8:15 8:33 （終点）

市民バス 火・金 ４便 8:30 8:47 8:53 9:05 太田方面

路線バス 毎日 21便 － － 9:00 9:11 太田方面

約45分間の間に、里美地区から常陸太田地区方面に向かう
路線バス・市民バス・みどり号が重複（運行日はばらばら）

みどり号

８：１５発

市民バス

８：５３発

路線バス

９：００発

路線バス

８：３０発

路線バスに統合（市民バスとみどり号のルートを走行）して
毎日運行

最も利用者が多い市民バスのダイヤに合わせて漆平８：３０発
に統合
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バス会社の地域貢献

人的資源の
不足

高齢者の
増加

長期的
人口減少

ルート・ダイヤの最適化

運行の質の向上（安全・接遇）

旅行サービスの充実

⁃ 路線バスの旅

⁃ 他県・首都圏からの誘客

地域経済への
貢献

公共交通インフラの維持・発展
観光など交流人口の増加

継続的設備投資
労働分配の増加（→人材の獲得）

収益性の改善

労働生産性の改善

乗車密度の向上

移動需要の創出

更なる施策実行
の原資確保
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